
今号は、農林水産省が実施している「作物統計調査」、「青果物卸売市場調査」、「生産農業所得統計」の調査結果から、

植栽150周年を迎えた「青森県のりんご」をクローズアップしてお届けしますので、地域農業の推進にご活用ください。

結果樹面積 10ａ当たり収量 収穫量 出荷量

ha kg ｔ ｔ

 全 国 33,700 1,810 609,200 554,900

青森 19,100 1,940 370,500 338,000

長野 6,530 1,630 106,400 99,000

岩手 2,110 1,740 36,700 31,700

山形 1,960 1,670 32,700 29,400

福島 1,120 1,730 19,400 17,000

秋田 1,100 1,690 18,600 17,300
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結果樹面積、収穫量とも全国第１位、全国の約６割を占める

表 令和６年産 りんごの収穫量上位６県（全国）

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」をもとに東北農政局青森県拠点が作成
（図１～２同じ）。

令和６年産の結果樹面積は、１万9,100ha

で、前年産に比べ400ha（２％）減少してい

ます。

10ａ当たり収量は、1,940kgで、前年産を

20kg（１％）上回っています。

また、収穫量は37万500ｔ、出荷量は33万

8,000ｔで、前年産に比べそれぞれ3,900ｔ

（１％）、 2,000ｔ（１％）減少しています。

全国の結果樹面積、収穫量、出荷量に占め

る割合は約６割となっています（表、図１） 。

注１：令和６年産（概数値）は、令和２年（全国調査年）の栽培面積のおおむね８割を占めるまでの上位都道府県を調査の範囲とし、その範囲に該当しない
都道府県であっても、果樹共済事業を実施する都道府県を調査の範囲（主産県）としており、全国値については主産県の調査結果を基に推計した。

２：結果樹面積とは、栽培面積のうち生産者が当該年産の果実を収穫するために結果させた面積をいう。

ここ10年間の生産動向をみると、結果樹

面積は、高齢化等による栽培中止や経営規模

縮小に伴い、減少傾向で推移し、平成27年

産の２万haに比べ、900ha（５％）減少し

ています。

また、収穫量、出荷量は、結果樹面積の減

少に伴い、平成27年産に比べそれぞれ９万

9,500ｔ（21％）、８万9,300ｔ（21％）

減少しています。（図２）。

図２ りんごの結果樹面積・収穫量及び出荷量の推移

（青森県）

図１ 令和６年産 りんごの結果樹面積・収穫量及び出荷量（全国）

注：統計値については、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下、同じ）。



（億円）

（億円）

１位 青 森 弘 前 市 461.8

２位 青 森 平 川 市 91.4

３位 青 森 板 柳 町 76.9

４位 青 森 黒 石 市 68.3

５位 長 野 長 野 市 62.1

６位 青 森 鶴 田 町 57.2

７位 青 森 青 森 市 52.3

８位 青 森 藤 崎 町 44.1

９位 青 森 五所川原市 40.0

10位 長 野 松 本 市 39.2

0.0 100.0 200.0 300.0 400.0 500.0

問い合わせ先：東北農政局青森県拠点 分析担当
住所：青森市長島一丁目３－２５（青森法務総合庁舎４Ｆ） 電話：０１７－７７５－２１５１

農林水産統計データ等活用支援やデータの照会等お気軽にご相談ください。
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令和５年青果物卸売市場調査から青森県産

りんごの主要消費地域別の卸売数量をみると、

東京都が最も多く全体の約４割を占めていま

す。次いで大阪府、名古屋市、福岡市、広島

市、京都市、横浜市、神戸市、札幌市の順と

なっており、全国各地で青森県産のりんごが

販売されています（図3）。

青果物卸売市場調査結果について

図３ 青森県産りんごの主要消費地域別卸売数量の構成

（令和５年）
（全体＝100％）

資料：農林水産省「青果物卸売市場調査報告（産地別）」をもとに東北
農政局青森県拠点が作成。

令和５年青森県の農業産出額3,466億円の

うち、果実の農業産出額は1,096億円となっ

ており、全体の32％を占めています。

また、りんごの農業産出額は1,033億円で

果実の約９割を占めています（図４）。

りんごの令和５年市町村別農業産出額（推

計）をみると、弘前市が461億８,000万円、

次いで平川市が91億4,000万円、板柳町が

76億9,000万円、黒石市が68億3,000万円と

なっており、この４市町で、青森県のりんご

の農業産出額1,033億円の約７割を占めてい

ます（図５、６）。

また、りんごの全国市町村別農業産出額の

トップ10に弘前市（１位）、平川市（２位）、

板柳町（３位）、黒石市（４位）ほか、４市

町がランクインしています（図６）。

りんごの農業産出額について

図４ 農業産出額に占める果実、果実に占めるりんごの割合

（青森県）

資料：農林水産省「農業産出額及び生産農業所得（都道府県別推計）」を
もとに東北農政局青森県拠点が作成。

図６ りんごの市町村別農業産出額

全国上位10市町村（令和５年）
図５ りんごの市町村別農業産出額（令和５年）

資料：農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」をもとに東北
農政局青森県拠点が作成（図５、６同じ）。

まふナビへはこちらから↓


